
Simple Test Bench マニュアル 
 

１はじめに 

Simple Test Bench は、電子工作を手助けするマイコン(Microcomputer)です。プログラミ
ング言語は BASIC を使います。 
 
１-１各部名称 
 
 
 
 
 
 
１-２必要なもの 
Simple Test Bench を使って電子工作を楽しむには、以下のものが必要です。本体の他に別
途用意してください。 

①          ②           ③ 
 
 
 
 
① USB シリアル変換モジュール  

Simple Test Bench は、通信用のポートのピン配置が ArduinoProMini と同じになって
いるので ArduinoProMini のスケッチ書き込みに使えるモジュールを使えます。 
例） 
USB-TypeC ：https://akizukidenshi.com/catalog/g/gK-14745/ コネクタ半田付け要 
maicroUSB Type-B(2.0) ：https://akizukidenshi.com/catalog/g/gM-11007/ 
 

② ＵＳＢケーブル ※USB シリアル変換モジュールと PC を接続するケーブル 
例） 
USB-TypeC ：https://akizukidenshi.com/catalog/g/gC-13563/ 
maicroUSB Type-B(2.0) ：https://akizukidenshi.com/catalog/g/gC-07607/ 
 

③ WindowsPC （UTF-８ TeraTermPro が実行できる PC） 
  

 

   

拡張ポート 
通信ポート 

電源スイッチ 



１-３起動方法 
① UTF-８ TeraTermPro をダウンロード（https://ja.osdn.net/projects/ttssh2/）し、

WindowsPC にインストールする。 
インストール後、以下を設定する。 
・設定→端末 

 
・設定→シリアルポート 

 
② Simple Test Bench の通信ポートに USB シリアル変換モジュールを接続する。 

USB シリアル変換モジュールの Vcc,GND と本体の GND,5V の位置が一致するように
コネクタを差し込む。 
USB シリアル変換モジュールに電圧の選択があるものは、５V を選択する。 

 
③ ＵＳＢケーブルで USB シリアル変換モジュールと PC を接続する。 
  



④ PC で TeraTerm を起動する。起動時に、③の接続で追加された COM ポートを選択す
る。 

 
⑤ 本体の電源スイッチを ON にする。 

このように BASIC のプロンプトが表示されれば、正常です。 

 
 
 
  



１-４プログラムの実行 
① 下記のサイトから素数を求めるプログラムをダウンロードし、適当なファイル名を付け

て保存する。 
http://simply00.html.xdomain.jp/TestBench.html#pageLink13 

② 本体を起動した状態で、TeraTerm のファイルメニューからファイルの送信を選択する。 

 
③ ファイル送信ダイアログで先ほどダウンロードしたファイルを選択し、開くボタンを押

下する。 

 
 

④ TeraTerm 上にプログラムが表示されるのが終わるのをまって、TeraTerm 上で run と
入力し改行する。 

 



⑤ TeraTerm 上に 100 番目の素数まで表示してプログラムが終了する。 

 
 
１-５プログラムの保存 
本体にプログラムを１回分保存できる。 
TeraTerm 上で save とタイプして改行すると、プログラムが保存される。 
【TeraTerm 上の表示】 

 
 
１-６プログラムのロード 
TeraTerm 上で load とタイプして改行すると、先ほど保存されたプログラムを読みだすこ
とができる。 

 
 
 

  



２BASIC について 

ここでは、Simple Embedded BASIC 特有の制約などについて説明します。（BASIC 言語に
ついては、Web 上の情報参照ください） 
 文字は、英大文字・英小文字・数字など ASCII コード 0x20〜0x7E の文字（TAB は、

NG） 
 １行は最大 80 文字 
 改行は CR+LF 
 行番号は１〜65534 の整数 
 先頭に行番号を指定した行はプログラムとして、行番号を指定しない行は改行時に実

行する 
 定数は、10 形式の整数と文字列のみ 
 変数の型は、定数によって初期化した時点で決まる。 
 変数名には、英大文字・英小文字から始まり英大文字・英小文字・数字を利用できる。

英大文字・英小文字は区別される。ただし、命令や関数と同じ名前は使えない。 
 数値型の変数は、整数のみ-2147483648 〜 2147483647 の範囲で扱える 
 文字列型の変数は、メモリーのある限り連結できる 
 文字列型変数や定数は、足し算のみ可能 
 メモリーのサイズは約 60KB、free 命令で利用できるサイズを確認できる 
 配列は１次元のみ利用できる 
 命令と関数と演算子は、下記の表に示すもののみ利用できる。（大文字、小文字も区別

して認識する。命令、関数は基本小文字、稀に複数の単語を結合する命令などは大文字
を含む） 

分類 命令・関数
名 

書式 説明 

分岐 if if 論理式 1 then 
     命令 1  
{else if 論理式 2 then 
     命令 2}  
{else if 論理式 3 then 
     命令 3} 
{else 
     命令 4} 
end if 

複数の行で構成する場合の if 文である。 
論理式が真の場合 then に続く命令を、論理式が偽の場合
else に対応する命令を実行する。 
命令は複数行記述可能で、その中に if 文を含んでも良い。 
 
【関係演算子】 
・等しい   = 
・等しくない <> 
・大なり   > 
・小なり   < 
・以上    >= 
・以下    <= 
【論理演算子】 
・かつ    && 
・または   || 

if 論理式 then 命令 1 {else 命令 2} 1 行で構成する場合の if 文である。 



分類 命令・関数
名 

書式 説明 

論理式が真のとき then に続く命令を、論理式が偽の場合
else に続く命令を実行する。 
命令１、命令２はコロン（：）で区切って複数の文を含むこ
とができるが、その中に if を含めることは不可とする。 

for for 変数 = 初期値 to 評価値 {step 増
分} 
 命令 1 
      { exit for| continue for} 
 {命令 2} 
next 

変数が範囲の間、命令を繰り返し実行する。 
① 変数に初期値を代入する 
② 評価値と変数を⽐べ、初期値〜評価値の範囲に入って
いれば、繰り返しを止めて next の次の行から実行する。 
③ 命令を実行する 
④ 変数に増分を加える ②〜④を繰り返す。 
exit for を実行した場合は、繰り返しを止めて next の次の
行から実行する。 
continue for を実行した場合は、continue for 以降の命令
（continue for〜next までの命令）を実行せずに、for に戻
る。 

while while 条件 
 命令 
     { exit while| continue while} 
 {命令 2} 
end while 

条件が真の間、while〜end while の間を繰り返す。 
条件に 0 でない値を指定すると無限ループとなる。 
exit while を実行した場合は、繰り返しを止めて end while
の次の行から実行する。 
continue while を実行した場合は、continue while 以降の命
令（continue while〜end while までの命令）を実行せずに、
while に戻る。 

goto goto 行番号 行番号に分岐する。 
gosub gosub 行番号   

 
サブルーチン 
 retrun 

行番号から始まるサブルーチンを実行する。 
サブルーチンは、return で終了する。 
サブルーチンの実行が終わると、gosub の次の命令から実
行する。 

操作 new new プログラムを消去する。変数も開放する。 
run run プログラムを実行する。 
list list {行番号} 指定の行を表示する。省略時は、プログラムのすべての行

を表示する。 
clear clear 変数を開放する。 
free free 利用可能なメモリーサイズを表示する。 
sleep sleep 時間 指定した時間待機する。 

時間 待機する時間を ms で指定する。（0〜60000ms) 
   ただし、待機時間は目安であり正確さはない。 
   20ms より小さい数字を指定しても最低 20ms 

は sleep 
する可能性がある。0ms を指定する場合は sleep 
を呼ばない方が良い。 

save save C シリアル通信経由で TeraTerm などの端末にプログラムリ
ストを送る。 
シリアル通信経由で saveC 送られた文字列をそのまま送る
と、プログラムがロードされる。 

save EEPROM にプログラムを保存する (サイズ上限：16KB） 
save A EEPROM にプログラムを保存する。保存したプログラム



分類 命令・関数
名 

書式 説明 

は、電源 ON で自動実行される。 (サイズ上限：16KB） 
DI0 と DO1 を接続した状態で電源 ON すると自動実行は
スキップされる。 

load load EEPROM からプログラムをロードする。 
コ メ
ント 

rem ま た
は ‘ 

rem コメント 
‘ コメント 

rem の後ろにコメントを記入する。省略形としてアポスト
ロフィー（’）を使うことができる 

宣言 dim dim 変数名[要素数]{,変数名[要素数]} 配列を宣言する。 添字は、０〜要素数−１まで。 
表示 print print 式 式の値を表示する 
演 算
子 

四則演算 +,-,*,/ 四則演算をする。文字列の場合は、＋のみ可能 
関 係 演 算
子 

'=,<>,<,>,<=,>= 左右を⽐較し、真、偽を返す ０：偽 ０以外：真 

論 理 演 算
子 

'&&,|| 真偽 を AND または OR の論理演算をし 真偽を
返す 

I/O 入出力端子について 入出力端子には番号を付けて端子番号で指定する。 
BASIC の動く機器によって端子番号と機能は異なる。 
○SimpleTestBench 
 端子名 端子番号 機能 
 IO0〜7 0〜7 全ての端子はデジタル入出力 
  機能を持つ。 
  PWM0,1 を有効にすると、 
  No4 と 7 は PWM 出力となる。 
  電源投入時は、全ての端子は 
  デジタル出力になる。（初期値０） 
 AI0〜7 8〜15 全ての端子はデジタル・アナログ 
  入力機能を持つ。 
  In()で読むとデジタル値、 
  InAn()で読むとアナログ値が 
  読める。 
  アナログ値は 10ms 間隔で更新 
  する。 
 D00,DO1 16,17 デジタル出力として機能する。 
  LED を直接ドライブできる。 
  (初期値０) 
  DO1 は起動時に、自動実行 
  スキップ判断のためのパルス 
  出力を行う。組み込む場合には、 
  留意してください。 
 DI0 18 デジタル入力として機能する。 

out out 端子番号,値 指定した端子電圧を値に従って、値が０のとき０V、値が０
以外の時５V に変更する。 

setFunc setFunc 端子番号,機能 指定した端子の機能を切り替える。 
機能に０を指定した時、入力になる。 
機能の１を指定した時、出力になる。 
機能に２を指定した時、PWM 出力になる。（PWM 出力に
一旦出力すると、その後は再起動まで他への変更は不可）
初期値は、インターバル 1ms、デューティ⽐０％。 



分類 命令・関数
名 

書式 説明 

setInterval setInterval  端子番号,インターバル PWM 出力端子のインターバルを設定する。インターバル
は ns で指定する。 
インターバルを変更した後は、デューティ⽐を設定しない
とデューティ⽐が不定になる。 

setDuty setDuty  端子番号,⽐率 PWM 出力端子のデューティ⽐を設定する。デューティ⽐
(%)を 100 倍した値 (10000-0）。 

 
下記のページにサンプルプログラムがあるので、よろしければ参考にしてください。 
http://simply00.html.xdomain.jp/TestBench.html 
 

  



３拡張ポート 

拡張ポートは、下図に示す２２本の端子の集合である。端子の間隔は、2.54mm で一般の万
能 基 盤 の 穴 と 同 じ 間 隔 に な っ て い る 。 ブ レ ッ ド ボ ー ド ・ ジ ャ ン パ ー ワ イ ヤ
（https://akizukidenshi.com/catalog/g/gP-03471/など）のメス側の端子を挿してブレッド
ボードなどに接続すると扱いやすい。 
BASIC で指定する端子番号を〇の中に示す。 

 
 
 

拡張ポート 

⑱DI0 
⑰DO1 ⑯DO0 

5V 出力 

⓪IO0 
①IO1 
②IO2 
③IO3 
④IO4 
⑤IO5 
⑥IO6 
⑦IO7 
GND 

⑧AI0 
⑨AI1 
⑩AI2 
⑪AI3 
⑫AI4 
⑬AI5 
⑭AI6 
⑮AI7 
GND 



４質問など 

わからないことなどあれば、お気軽に下記の掲示板を使って問い合わせください。 
https://www.kikuya-rental.com/bbs/?owner_name=simply 
 
※ お手数ですが、ロボット避けのため、最初に basic という文字（アクセスキー）を入力

してください。 


